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トピックストピックス

松岩支店　完成予定図
＊現時点での予定図であり、変更もございます。

≪松岩支店新築のご案内≫

　平成26年9月30日現在の営業状況は下記のとおりです。
　休止している店舗の復旧には今しばらく時間を要する見込みであり、皆さまにはご迷惑をおかけしており誠に申し訳ござい
ません。つきましては、お近くの店舗または仮店舗をご利用いただきますようお願い申し上げます。
【通常営業】
・本　　店　宮城県気仙沼市八日町二丁目4-10　　　　　　　TEL：0226（22）6830（代）
・津谷支店　　　　〃　　　本吉町津谷新明戸190-1　　　　 TEL：0226（42）2666（代）
・志津川支店　宮城県本吉郡南三陸町志津川字磯の沢117-49　 TEL：0226（46）2619（代）
・駅前支店　宮城県気仙沼市古町一丁目2-10　　　　　　　　 TEL：0226（23）1020（代）
・南 支 店　　　　〃　　　田谷12-1　　　　　　　　 　　　TEL：0226（23）6330（代）
・盛 支 店　岩手県大船渡市盛町字内の目1-11　　　　　　　 TEL：0192（27）4131（代）
・東新城支店　宮城県気仙沼市東新城二丁目10-1　　　　　　　 TEL：0226（22）6731（代）
【休止中】
・鹿折支店　宮城県気仙沼市新浜町一丁目1-25
・内の脇支店　　　　〃　　　魚市場前2-1
・松岩支店　　 　  〃　　　松崎片浜106-111
・高田支店　岩手県陸前高田市高田町字馬場前45-10
・大船渡支店　   〃　大船渡市大船渡町字茶屋前1
　

【融資相談室のご案内】
次の店舗に融資相談室を開設しております。
・南支店２階特設ブース　宮城県気仙沼市田谷12-1　フリーダイヤル　TEL：0120-333-670
 （内の脇支店・松岩支店をご利用のお客様）
・盛支店２階特設ブース　岩手県大船渡市盛町字内の目1-11　TEL：0192-27-4131（代）
 （高田支店・大船渡支店をご利用のお客様）
・鹿折支店をご利用の客様は駅前支店をご利用下さい。

【仮店舗、相談受付】
次の場所に仮店舗を設置し相談業務等を行っております。
・高田支店　　岩手県陸前高田市高田町字鳴石50-10　陸前高田商工会仮設内　TEL：0192（54）2139
　（火曜日の10時～15時、火曜日が休日の場合は翌営業日）
ご不明な点は、最寄りの店舗または本部総務課（0226-22-6830）までご連絡下さい。

東日本大震災により全壊し営業を
休止しておりました松岩支店につ
きまして、現在、新築・開店に向
けて４５号線気仙沼バイパス沿い
に準備を進めております。
松岩支店をご利用のお客様には大
変ご不便をお掛け致しております
が、もうしばらくお待ちいただき
ますようお願い申し上げます。

各種旅行・視察・ボランティア等の受入
被災地の現状を認識していただくとともに、震災により打撃を受けた地元業者の売上回復に寄与することで復興を進めるため、
各種旅行やボランティア等の誘致を積極的に行っております。

地域行事への参加三陸復興トモダチ基金贈呈式

地域に対しての復興を願った支援

全国の信用金庫から心温まる支援を頂戴し、
地域で活動するボランティア団体や子供たち
にその想いを届けております。

飯塚信金を通じて福岡県飯塚市内の小学生から
メッセージを込めた「うちわ」の贈呈

大分みらい信金「みらいしんきん同友会」から
気仙沼震災復興語り部にポロシャツの贈呈
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有価証券の時価状況

金融再生法開示債権及び同債権に対する状況

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円、％）

（注）左記の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施
行規則」第４条の規定により分類しており、集計方法については平成
２6年4月から９月末までに倒産、不渡り等の客観的な事実ならびに業
況悪化等による債務者区分の引下げ等があった債務者について、当金
庫の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行い集計して
おります。
１．「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」とは、会社更生、破産、
再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権
及びこれに準ずる債権（以下、破産更正債権等という）です。

２．「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、
財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及
び利息の受取ができない可能性の高い債権です。

３．「要管理債権」とは、要注意先債務者に対する債権のうち、「３ヶ
月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権です。

４．「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない
債権であり、「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債
権」、「要管理債権」以外の債権です。

自己資本比率は、金融機関の健全性を示す指標であります。
当金庫の自己資本比率は、国内基準の４％を大きく上回る水準
となっており、健全で強固な経営体力を有しております。
なお、平成２５年９月期はバーゼルⅡにて、２６年３月期並び
に２６年９月期はバーゼルⅢに基づき算出しております。

一般財団法人 気仙沼しんきん復興支
援基金は、公益財団法人 三菱商事復
興支援財団と公益財団法人 日本財団
のバックアップを受け、被災地域の
復興に資することを目的に設立され
ました。東日本大震災からの地域経
済の再生・復興に向け、利子補給制
度「みんなの元気」・ソーシャルビ
ジネス等支援制度「みんなの笑
顔」・産業復興支援制度「みんなの
希望」を創設し、地域の課題解決や
地域活性化に向けた支援を行ってお
ります。

金融再生法ベースの債務者区分による不良債権額については、平成26年3月末から47百万円減少しており、不良債権比率も0.1ポイント低下してお
ります。
この開示債権のうち、多くは担保、保証および貸倒引当金により保全されており、加えて自己資本も十分に備えております。
また、開示額は、財務上の問題からの債務者区分を基準としたもので、必ずしも全てが延滞や回収不能に陥っている訳ではありません。
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平成26年9月末

破綻更正債権及び
これらに準ずる債権

（注）1．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。
　　　2．上記の「その他」は、外国証券です。
　　　3．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。
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満期保有目的の債券
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平成26年度上期の業績は、
おかげさまで当期純利益で 4億4百万円 を計上することができました。

業務純益 経常利益

平成25年
9月期

平成26年
3月期

平成26年
9月期

277

539

204

コア業務純益 当期純利益

収益の状況

「気仙沼しんきん復興支援基金」の運営

自己資本の構成に関する事項

（単位：百万円）

自己資本比率

平成26年3月項　　　　　　　　　目 平成26年9月
18,895 

－ 
18,895 
55,959 
33.76％

18,908 
－ 

18,908 
54,962 
34.40％

コア資本に係る基礎項目の額　　　（イ）
コア資本に係る調整項目の額　　　（ロ）
自己資本の額（イ）-（ロ）　　　  （ハ）
リスクアセット等の額の合計額 　  （ニ）
自己資本比率　（　（ハ）/（ニ）　）

預金残高の推移

平成26年9月末貸出金業種別構成比

貸出金の業種別内訳

預金残高は、前年同期から33億円、平成26年3月末から53億円いずれも増加しております。
貸出金残高は、前年同期から17億円増加しておりますが、平成26年3月末比で7億円減少しております。

預金・貸出金・預け金・有価証券の状況

（単位：百万円）（単位：百万円）

（単位：百万円）
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金融業、保険業 2.6%

情報通信業 0.0%
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熱供給・水道業 1.7%

農業、林業 0.0%

運輸業、
郵便業 3.1%

漁業 1.7%

卸売業、小売業 14.1%

鉱業、採石業、砂利採取業 0.0%

その他のサービス 2.3%その他のサービス 2.3% 物品賃貸業 0.1%物品賃貸業 0.1%
学術研究・専門・技術サービス業 0.0%学術研究・専門・技術サービス業 0.0%

宿泊業 2.4%宿泊業 2.4%
飲食業 1.7%飲食業 1.7%

医療・福祉 5.0%医療・福祉 5.0%
教育・学習支援業 1.2%教育・学習支援業 1.2%

生活関連サービス業、娯楽業 3.3%生活関連サービス業、娯楽業 3.3%

建設業 7.9%製造業
10.2%
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飲 食 業
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教 育 ・ 学 習 支 援 業
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そ の 他 の サ ー ビ ス
小 計
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合 計

業 種 区 分

（注）業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載
しております。

貸出金残高の推移 （単位：百万円）
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平成26年9月末の自己資本比率は です。34.40％ 

自己資本額

自己資本比率の推移

（単位：百万円）
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国内基準4％
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有価証券の時価状況

金融再生法開示債権及び同債権に対する状況

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円、％）

（注）左記の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施
行規則」第４条の規定により分類しており、集計方法については平成
２6年4月から９月末までに倒産、不渡り等の客観的な事実ならびに業
況悪化等による債務者区分の引下げ等があった債務者について、当金
庫の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行い集計して
おります。
１．「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」とは、会社更生、破産、
再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権
及びこれに準ずる債権（以下、破産更正債権等という）です。

２．「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、
財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及
び利息の受取ができない可能性の高い債権です。

３．「要管理債権」とは、要注意先債務者に対する債権のうち、「３ヶ
月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権です。

４．「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない
債権であり、「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債
権」、「要管理債権」以外の債権です。

自己資本比率は、金融機関の健全性を示す指標であります。
当金庫の自己資本比率は、国内基準の４％を大きく上回る水準
となっており、健全で強固な経営体力を有しております。
なお、平成２５年９月期はバーゼルⅡにて、２６年３月期並び
に２６年９月期はバーゼルⅢに基づき算出しております。

一般財団法人 気仙沼しんきん復興支
援基金は、公益財団法人 三菱商事復
興支援財団と公益財団法人 日本財団
のバックアップを受け、被災地域の
復興に資することを目的に設立され
ました。東日本大震災からの地域経
済の再生・復興に向け、利子補給制
度「みんなの元気」・ソーシャルビ
ジネス等支援制度「みんなの笑
顔」・産業復興支援制度「みんなの
希望」を創設し、地域の課題解決や
地域活性化に向けた支援を行ってお
ります。

金融再生法ベースの債務者区分による不良債権額については、平成26年3月末から47百万円減少しており、不良債権比率も0.1ポイント低下してお
ります。
この開示債権のうち、多くは担保、保証および貸倒引当金により保全されており、加えて自己資本も十分に備えております。
また、開示額は、財務上の問題からの債務者区分を基準としたもので、必ずしも全てが延滞や回収不能に陥っている訳ではありません。

危　険　債　権

要 管 理 債 権

不良債権計（A）

正　常　債　権

保　全　額（B）

　貸倒引当金

　担保・保証等

保全率（B）/（A）

不良債権比率

平成26年3月末

2,792 

2,477

221 

5,491 

41,579 

5,471 

3,402 

2,068 

99.64 

11.66 

2,539 

2,701 

202 

5,444 

40,837 

5,419 

3,493 

1,926 

99.54 

11.76 

平成26年9月末

破綻更正債権及び
これらに準ずる債権

（注）1．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。
　　　2．上記の「その他」は、外国証券です。
　　　3．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

その他有価証券

合計

国 　 債
地 方 債
社 　 債

株 　 式
債 　 券

そ の 他
小 　 計

種　類 貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　額

5
35,693
3,703
6,269
25,720
195

35,894
̶

433
̶
̶

433
̶

433
36,327

3
34,614
3,555
6,002
25,056
168

34,786
̶

436
̶
̶

436
̶

436
35,222

1
1,079
148
267
664
26

1,108
̶

△ 2
̶
̶

△ 2
̶

△ 2
1,105

5
34,957
3,701
6,334
24,921
198

35,160
̶
99
̶
̶
99
̶
99

35,260

3
33,674
3,519
6,002
24,152
168

33,846
̶

100
̶
̶

100
̶

100
33,946

2
1,282
182
331
768
29

1,314
̶

△ 0
̶
̶

△ 0
̶

△ 0
1,314

貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　額

貸 借 対 照 表 計 上
額 が 取 得 原 価を
超えるもの

国 　 債
地 方 債
社 　 債

株 　 式
債 　 券

そ の 他
小 　 計

貸 借 対 照 表 計 上
額 が 取 得 原 価を
超えないもの

満期保有目的の債券

そ の 他
そ の 他

種　類 貸借対照表
計　上　額 時　価 差　額

平成26年3月末
貸借対照表
計　上　額 時　価 差　額

平成26年9月末

147
286
433

163
265
429

16
△ 20
△ 3

47
386
433

77
378
455

30
△ 7
22

平成26年3月末 平成26年9月末
平成26年度上期の業績は、
おかげさまで当期純利益で 4億4百万円 を計上することができました。

業務純益 経常利益

平成25年
9月期

平成26年
3月期

平成26年
9月期

277

539

204

コア業務純益 当期純利益

収益の状況

「気仙沼しんきん復興支援基金」の運営

自己資本の構成に関する事項

（単位：百万円）

自己資本比率

平成26年3月項　　　　　　　　　目 平成26年9月
18,895 

－ 
18,895 
55,959 
33.76％

18,908 
－ 

18,908 
54,962 
34.40％

コア資本に係る基礎項目の額　　　（イ）
コア資本に係る調整項目の額　　　（ロ）
自己資本の額（イ）-（ロ）　　　  （ハ）
リスクアセット等の額の合計額 　  （ニ）
自己資本比率　（　（ハ）/（ニ）　）

預金残高の推移

平成26年9月末貸出金業種別構成比

貸出金の業種別内訳

預金残高は、前年同期から33億円、平成26年3月末から53億円いずれも増加しております。
貸出金残高は、前年同期から17億円増加しておりますが、平成26年3月末比で7億円減少しております。

預金・貸出金・預け金・有価証券の状況

（単位：百万円）（単位：百万円）

（単位：百万円）

平成25年
9月末

平成26年
3月末

平成26年
9月末

130,000

140,000

150,000

160,000

120,000

0

個人（住宅・消費・納税資金等）
16.0%

地方公共団体
14.7%

不動産業
10.8%

金融業、保険業 2.6%

情報通信業 0.0%

電気・ガス・
熱供給・水道業 1.7%

農業、林業 0.0%

運輸業、
郵便業 3.1%

漁業 1.7%

卸売業、小売業 14.1%

鉱業、採石業、砂利採取業 0.0%

その他のサービス 2.3%その他のサービス 2.3% 物品賃貸業 0.1%物品賃貸業 0.1%
学術研究・専門・技術サービス業 0.0%学術研究・専門・技術サービス業 0.0%

宿泊業 2.4%宿泊業 2.4%
飲食業 1.7%飲食業 1.7%

医療・福祉 5.0%医療・福祉 5.0%
教育・学習支援業 1.2%教育・学習支援業 1.2%

生活関連サービス業、娯楽業 3.3%生活関連サービス業、娯楽業 3.3%

建設業 7.9%製造業
10.2%

平成26年3月末
4,239
39
947
109
3,574
1,124
45

1,527
5,958
1,214
5,845
61
38

1,291
901
1,343
676
2,330
1,147
32,418
6,954
7,594
46,967

平成26年9月末
4,732
38
824
38

3,694
810
21

1,461
6,553
1,207
5,032
68
36

1,140
826
1,550
555
2,311
1,074
31,978
6,813
7,401
46,192

製 造 業
農 業 、 林 業
漁 業
鉱業、採石業、砂利採取業
建 設 業
電気・ガス・熱供給・水道業
情 報 通 信 業
運 輸 業 、 郵 便 業
卸 売 業 、 小 売 業
金 融 業 、 保 険 業
不 動 産 業
物 品 賃 貸 業
学術研究・専門・技術サービス業
宿 泊 業
飲 食 業
生活関連サービス業、娯楽業
教 育 ・ 学 習 支 援 業
医 療 ・ 福 祉
そ の 他 の サ ー ビ ス
小 計
地 方 公 共 団 体
個人（住宅・消費・納税資金等）
合 計

業 種 区 分

（注）業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載
しております。

貸出金残高の推移 （単位：百万円）

平成25年
9月末

平成26年
3月末

平成26年
9月末

40,000

45,000

50,000

0

預　　金

平成26年3月 平成26年9月

貸 出 金

預け金の推移 （単位：百万円）

平成25年
9月末

平成26年
3月末

平成26年
9月末

60,000

80,000

100,000

0

有価証券の推移 （単位：百万円）

平成25年
9月末

平成26年
3月末

平成26年
9月末

30,000

40,000

50,000

0

時価が貸借対照表計上額を超えるもの
時価が貸借対照表計上額を超えないもの
合計

平成26年9月末の自己資本比率は です。34.40％ 

自己資本額

自己資本比率の推移

（単位：百万円）

平成25年
9月期

平成26年
3月期

平成26年
9月期

17,998 18,895 18,90820,000

15,000

0

預 け 金

有価証券

147,950
150,206
46,967
45,268
94,034
96,540
36,769
37,211

平成25年9月
149,963
149,536
44,437
44,958
97,610
95,502
38,040
37,822

153,335
152,180
46,192
46,697
102,033
98,978
35,701
35,254

残高
平残
残高
平残
残高
平残
残高
平残

149,963
147,950

153,335

44,437
46,967 46,192

97,610 94,034
102,033

38,040
36,769 35,701

平成25年
9月期

34.00%

平成26年
3月期

33.76%

平成26年
9月期

34.40%

国内基準4％



平成25年
9月期

平成26年
3月期

平成26年
9月期

平成25年
9月期

平成26年
3月期

平成26年
9月期

平成25年
9月期

平成26年
3月期

平成26年
9月期

277

537

202
440

1,021

557
364

971

404

100
200
300
400
500
600
700
800
900
1,000
1,100
1,200

△100
0

有価証券の時価状況

金融再生法開示債権及び同債権に対する状況

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円、％）

（注）左記の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施
行規則」第４条の規定により分類しており、集計方法については平成
２6年4月から９月末までに倒産、不渡り等の客観的な事実ならびに業
況悪化等による債務者区分の引下げ等があった債務者について、当金
庫の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行い集計して
おります。
１．「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」とは、会社更生、破産、
再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権
及びこれに準ずる債権（以下、破産更正債権等という）です。

２．「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、
財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及
び利息の受取ができない可能性の高い債権です。

３．「要管理債権」とは、要注意先債務者に対する債権のうち、「３ヶ
月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権です。

４．「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない
債権であり、「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債
権」、「要管理債権」以外の債権です。

自己資本比率は、金融機関の健全性を示す指標であります。
当金庫の自己資本比率は、国内基準の４％を大きく上回る水準
となっており、健全で強固な経営体力を有しております。
なお、平成２５年９月期はバーゼルⅡにて、２６年３月期並び
に２６年９月期はバーゼルⅢに基づき算出しております。

一般財団法人 気仙沼しんきん復興支
援基金は、公益財団法人 三菱商事復
興支援財団と公益財団法人 日本財団
のバックアップを受け、被災地域の
復興に資することを目的に設立され
ました。東日本大震災からの地域経
済の再生・復興に向け、利子補給制
度「みんなの元気」・ソーシャルビ
ジネス等支援制度「みんなの笑
顔」・産業復興支援制度「みんなの
希望」を創設し、地域の課題解決や
地域活性化に向けた支援を行ってお
ります。

金融再生法ベースの債務者区分による不良債権額については、平成26年3月末から47百万円減少しており、不良債権比率も0.1ポイント低下してお
ります。
この開示債権のうち、多くは担保、保証および貸倒引当金により保全されており、加えて自己資本も十分に備えております。
また、開示額は、財務上の問題からの債務者区分を基準としたもので、必ずしも全てが延滞や回収不能に陥っている訳ではありません。

危　険　債　権

要 管 理 債 権

不良債権計（A）

正　常　債　権

保　全　額（B）

　貸倒引当金

　担保・保証等

保全率（B）/（A）

不良債権比率

平成26年3月末

2,792 

2,477

221 

5,491 

41,579 

5,471 

3,402 

2,068 

99.64 

11.66 

2,539 

2,701 

202 

5,444 

40,837 

5,419 

3,493 

1,926 

99.54 

11.76 

平成26年9月末

破綻更正債権及び
これらに準ずる債権

（注）1．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。
　　　2．上記の「その他」は、外国証券です。
　　　3．時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

その他 有 価 証 券

合 計

国 　 債
地 方 債
社 　 債

株 　 式
債 　 券

そ の 他
小 　 計

種　類 貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　額

5
35,693
3,703
6,269
25,720
195

35,894
̶

433
̶
̶

433
̶

433
36,327

3
34,614
3,555
6,002
25,056
168

34,786
̶

436
̶
̶

436
̶

436
35,222

1
1,079
148
267
664
26

1,108
̶

△ 2
̶
̶

△ 2
̶

△ 2
1,105

5
34,957
3,701
6,334
24,921
198

35,160
̶
99
̶
̶
99
̶
99

35,260

3
33,674
3,519
6,002
24,152
168

33,846
̶

100
̶
̶

100
̶

100
33,946

2
1,282
182
331
768
29

1,314
̶

△ 0
̶
̶

△ 0
̶

△ 0
1,314

貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　額

貸 借 対 照 表 計 上
額 が 取 得 原 価を
超えるもの

国 　 債
地 方 債
社 　 債

株 　 式
債 　 券

そ の 他
小 　 計

貸 借 対 照 表 計 上
額 が 取 得 原 価を
超えないもの

満 期 保 有 目 的の債 券

そ の 他
そ の 他

種　類 貸借対照表
計　上　額 時　価 差　額

平成26年3月末
貸借対照表
計　上　額 時　価 差　額

平成26年9月末

147
286
433

163
265
429

16
△ 20
△ 3

47
386
433

77
378
455

30
△ 7
22

平成26年3月末 平成26年9月末
平成26年度上期の業績は、
おかげさまで当期純利益で 4億4百万円 を計上することができました。

業務純益 経常利益

平成25年
9月期

平成26年
3月期

平成26年
9月期

277

539

204

コア業務純益 当期純利益

収益の状況

「気仙沼しんきん復興支援基金」の運営

自己資本の構成に関する事項

（単位：百万円）

自己資本比率

平成26年3月項　　　　　　　　　目 平成26年9月
18,895 

－ 
18,895 
55,959 
33.76％

18,908 
－ 

18,908 
54,962 
34.40％

コア資本に係る基礎項目の額　　　（イ）
コア資本に係る調整項目の額　　　（ロ）
自己資本の額（イ）-（ロ）　　　  （ハ）
リスクアセット等の額の合計額 　  （ニ）
自己資本比率　（　（ハ）/（ニ）　）

預金残高の推移

平成26年9月末貸出金業種別構成比

貸出金の業種別内訳

預金残高は、前年同期から33億円、平成26年3月末から53億円いずれも増加しております。
貸出金残高は、前年同期から17億円増加しておりますが、平成26年3月末比で7億円減少しております。

預金・貸出金・預け金・有価証券の状況

（単位：百万円）（単位：百万円）

（単位：百万円）

平成25年
9月末

平成26年
3月末

平成26年
9月末

130,000

140,000

150,000

160,000

120,000

0

個人（住宅・消費・納税資金等）
16.0%

地方公共団体
14.7%

不動産業
10.8%

金融業、保険業 2.6%

情報通信業 0.0%

電気・ガス・
熱供給・水道業 1.7%

農業、林業 0.0%

運輸業、
郵便業 3.1%

漁業 1.7%

卸売業、小売業 14.1%

鉱業、採石業、砂利採取業 0.0%

その他のサービス 2.3%その他のサービス 2.3% 物品賃貸業 0.1%物品賃貸業 0.1%
学術研究・専門・技術サービス業 0.0%学術研究・専門・技術サービス業 0.0%

宿泊業 2.4%宿泊業 2.4%
飲食業 1.7%飲食業 1.7%

医療・福祉 5.0%医療・福祉 5.0%
教育・学習支援業 1.2%教育・学習支援業 1.2%

生活関連サービス業、娯楽業 3.3%生活関連サービス業、娯楽業 3.3%

建設業 7.9%製造業
10.2%

平成26年3月末
4,239
39
947
109
3,574
1,124
45

1,527
5,958
1,214
5,845
61
38

1,291
901
1,343
676
2,330
1,147
32,418
6,954
7,594
46,967

平成26年9月末
4,732
38
824
38

3,694
810
21

1,461
6,553
1,207
5,032
68
36

1,140
826
1,550
555
2,311
1,074
31,978
6,813
7,401
46,192

製 造 業
農 業 、 林 業
漁 業
鉱業、採石業、砂利採取業
建 設 業
電気・ガス・熱供給・水道業
情 報 通 信 業
運 輸 業 、 郵 便 業
卸 売 業 、 小 売 業
金 融 業 、 保 険 業
不 動 産 業
物 品 賃 貸 業
学術研究・専門・技術サービス業
宿 泊 業
飲 食 業
生活関連サービス業、娯楽業
教 育 ・ 学 習 支 援 業
医 療 ・ 福 祉
そ の 他 の サ ー ビ ス
小 計
地 方 公 共 団 体
個人（住宅・消費・納税資金等）
合 計

業 種 区 分

（注）業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載
しております。
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有価証券の推移 （単位：百万円）
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平成26年9月末の自己資本比率は です。34.40％ 
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気仙沼信用金庫

店舗一覧

〒988－0084　宮城県気仙沼市八日町二丁目4－10
TEL0226－22－6830　FAX0226－22－1493
ホームページ http://www.shinkin.co.jp/kshinkin/

トピックストピックス

松岩支店　完成予定図
＊現時点での予定図であり、変更もございます。

≪松岩支店新築のご案内≫

　平成26年9月30日現在の営業状況は下記のとおりです。
　休止している店舗の復旧には今しばらく時間を要する見込みであり、皆さまにはご迷惑をおかけしており誠に申し訳ござい
ません。つきましては、お近くの店舗または仮店舗をご利用いただきますようお願い申し上げます。
【通常営業】
・本　　店　宮城県気仙沼市八日町二丁目4-10　　　　　　　TEL：0226（22）6830（代）
・津谷支店　　　　〃　　　本吉町津谷新明戸190-1　　　　 TEL：0226（42）2666（代）
・志津川支店　宮城県本吉郡南三陸町志津川字磯の沢117-49　 TEL：0226（46）2619（代）
・駅前支店　宮城県気仙沼市古町一丁目2-10　　　　　　　　 TEL：0226（23）1020（代）
・南 支 店　　　　〃　　　田谷12-1　　　　　　　　 　　　TEL：0226（23）6330（代）
・盛 支 店　岩手県大船渡市盛町字内の目1-11　　　　　　　 TEL：0192（27）4131（代）
・東新城支店　宮城県気仙沼市東新城二丁目10-1　　　　　　　 TEL：0226（22）6731（代）
【休止中】
・鹿折支店　宮城県気仙沼市新浜町一丁目1-25
・内の脇支店　　　　〃　　　魚市場前2-1
・松岩支店　　 　  〃　　　松崎片浜106-111
・高田支店　岩手県陸前高田市高田町字馬場前45-10
・大船渡支店　   〃　大船渡市大船渡町字茶屋前1
　

【融資相談室のご案内】
次の店舗に融資相談室を開設しております。
・南支店２階特設ブース　宮城県気仙沼市田谷12-1　フリーダイヤル　TEL：0120-333-670
 （内の脇支店・松岩支店をご利用のお客様）
・盛支店２階特設ブース　岩手県大船渡市盛町字内の目1-11　TEL：0192-27-4131（代）
 （高田支店・大船渡支店をご利用のお客様）
・鹿折支店をご利用の客様は駅前支店をご利用下さい。

【仮店舗、相談受付】
次の場所に仮店舗を設置し相談業務等を行っております。
・高田支店　　岩手県陸前高田市高田町字鳴石50-10　陸前高田商工会仮設内　TEL：0192（54）2139
　（火曜日の10時～15時、火曜日が休日の場合は翌営業日）
ご不明な点は、最寄りの店舗または本部総務課（0226-22-6830）までご連絡下さい。

東日本大震災により全壊し営業を
休止しておりました松岩支店につ
きまして、現在、新築・開店に向
けて４５号線気仙沼バイパス沿い
に準備を進めております。
松岩支店をご利用のお客様には大
変ご不便をお掛け致しております
が、もうしばらくお待ちいただき
ますようお願い申し上げます。

各種旅行・視察・ボランティア等の受入
被災地の現状を認識していただくとともに、震災により打撃を受けた地元業者の売上回復に寄与することで復興を進めるため、
各種旅行やボランティア等の誘致を積極的に行っております。

地域行事への参加三陸復興トモダチ基金贈呈式

地域に対しての復興を願った支援

全国の信用金庫から心温まる支援を頂戴し、
地域で活動するボランティア団体や子供たち
にその想いを届けております。

飯塚信金を通じて福岡県飯塚市内の小学生から
メッセージを込めた「うちわ」の贈呈

大分みらい信金「みらいしんきん同友会」から
気仙沼震災復興語り部にポロシャツの贈呈
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